
　

鹿
児
島
県
立
川せ

ん

内だ
い

高
校
は
、
同
県
で
２
番
目
に
創
設

さ
れ
た
公
立
普
通
科
高
校
だ
。
文
武
両
道
を
尊
ぶ
伝
統

校
と
し
て
、
県
内
各
地
か
ら
入
学
者
を
迎
え
入
れ
て
い

る
が
、
地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
一
方
、
入
学
定
員
数

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
学
力
に
課
題
の
あ
る
入
学
者
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
力
差
が
広
が
り
始
め
た
。

そ
の
影
響
か
ら
か
、
大
学
進
学
実
績
が
伸
び
悩
む
傾
向

に
あ
っ
た
た
め
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
２
つ
の
取
り
組

み
を
柱
と
し
、
全
校
を
挙
げ
て
指
導
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
１
つ
め
は
、
教
師
の
指
導
体
系
の
共
有
だ
。

藤
﨑
恭
一
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
学
力
に
課
題
が
あ
る
生
徒
の
増
加
に
直
面
し
、

旧制・鹿児島県尋常中学校第一
分校として開校。校訓に「自律・
敬愛・剛健」を掲げる。国公立
大学に１００人以上の合格者を毎
年送り出す一方、部活動が盛ん
で、男子バスケットボール部や
漕艇部、書道部などが県内外の
大会で活躍している。

設立 １８９７（明治３０）年

形態 全日制／普通科／共学

生徒数 １学年約３２０人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、大阪大、神戸大、
九州大、熊本大、宮崎大、鹿児島大などに１３６人が合格。私立大は、
上智大、東海大、明治大、立命館大、関西大などに延べ２３１人が合格。

住所 〒８９５ー００６１　鹿児島県薩摩川内市御陵下町６ー３

電話 ０９９６ー２３ー７２７４

Web site http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/sendai/
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P R O F I L E

生
徒
の
実
態
の
変
化
に
応
じ
、

指
導
改
善
に
２
つ
の
柱
を
設
け
る

「
教
科
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
」を

軸
と
す
る
指
導
改
善
で
、

生
徒
の
深
い
学
び
を
追
求

鹿
児
島
県
立
川せ

ん

内だ

い

高
校

学
力
向
上
・
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

変革のステップ

• 地域の人口減少に伴い、生徒間の学力差が広がり
始めた。大学進学実績は伸び悩み、教師の指導
のノウハウの喪失が切実な課題となっていたため、
指導を体系化し、ベテランから次世代へのノウハウ
の継承を強化したいと考えた

•生徒が知識を活用する場を増やし、グローバル社
会を生き抜く力の基礎の育成を図ろうと考えた

背景と課題

実践内容

成果と展望

•「教科指導ストーリー」「橋渡し問題」　各教科・
科目の単元ごとの時数配分などを一覧化し、指導
の目安として活用。また、各教科団がやや発展的
な内容も含む大学入試への「橋渡し問題」を作成

•「可
え
愛
の
山
やま
プロジェクト」　「総合的な学習の時間」の

新カリキュラムを策定し、１年次でディベートなど、２・
３年次で課題探究に取り組むことにした

•生徒の学力が向上し、大学進学実績が上昇に転じた

• 教師の連携強化の下、指導が体系化され、新大学
入試制度への柔軟な対応も可能な体制整備を推進
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教
師
の
異
動
に
伴
う
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
が
切

実
さ
を
増
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
生
方
の
知

恵
と
経
験
を
統
合
し
て
指
導
を
体
系
化
し
、
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
次
世
代
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を
強
化
す
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
本
校
入
学

者
の
実
情
に
沿
っ
た
指
導
が
展
開
さ
れ
、
学
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
期
待
が
あ
り
ま
し
た
」

　

２
つ
め
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
改
善
だ
。

以
前
は
職
業
・
学
問
調
べ
な
ど
が
中
心
だ
っ
た
が
、
探

究
的
な
学
習
を
軸
に
据
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
人
工
知
能
の
開
発
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、

社
会
変
化
が
加
速
度
的
に
進
む
中
、
身
に
つ
け
た
知

識
を
活
用
す
る
力
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
る
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
答
え

を
探
る
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
」（
藤
﨑
校
長
）

　

各
教
科
団
で
は
、３
年
間
の
指
導
の
目
安
と
な
る
「
教

科
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
」（
Ｐ
．32
図
１
）
を
合
議
に
よ
っ

て
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
各
教
科
・
科
目
の
単
元

ご
と
の
時
数
配
分
、
重
点
補
強
内
容
、
教
科
書
を
終
え

て
か
ら
の
大
学
入
試
対
策
の
指
導
内
容
な
ど
を
一
覧
化

し
た
も
の
で
、
国
語
、
数
学
、
英
語
は
15
年
度
、
理
科
、

地
理
歴
史
・
公
民
は
16
年
度
に
完
成
さ
せ
た
。
以
前
は

教
師
や
学
年
ご
と
に
授
業
内
容
や
進
度
に
違
い
が
見
ら

れ
た
た
め
、
指
導
内
容
の
統
一
を
図
り
、
教
師
の
目
線

を
合
わ
せ
た
い
と
考
え
た
。
シ
ラ
バ
ス
の
よ
う
な
詳
細

な
も
の
で
は
な
く
、
教
師
の
自
由
な
工
夫
の
余
地
も
残

し
た
い
と
、
力
を
注
ぐ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
記
載

し
て
い
る
。
進
路
指
導
主
任
で
英
語
科
の
伊い

地ぢ

知ち

真し
ん

先

生
は
、
英
語
科
で
の
合
議
内
容
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
ス
キ
ッ
ト
（
＊
１
）
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
効
果
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ら
に
取
り

組
む
目
的
や
時
期
な
ど
を
先
生
方
と
共
有
し
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
活
動
と
文
法
や

単
語
の
指
導
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
組
み
合
わ
せ
方
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
、形
に
し
て
い
き
ま
し
た
」

　

当
初
は
作
成
に
困
惑
す
る
教
師
も
見
ら
れ
た
た
め
、

各
教
科
主
任
を
中
心
に
粘
り
強
く
合
意
形
成
を
進
め
、

教
師
の
指
導
裁
量
を
縛
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を

繰
り
返
し
伝
え
た
。
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
も
全
教
師
が
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業
の
見

学
を
促
し
た
。
す
る
と
、
前
向
き
に
な
る
教
師
が
増
え

て
い
っ
た
と
、
理
科
主
任
の
鮫さ

め

島し
ま

修
先
生
は
話
す
。

　
「
生
徒
が
生
き
生
き
と
学
ぶ
姿
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
こ
と
が
、
自
身
の
授
業
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
間
の
共
通
理
解
が

進
み
、
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

教
科
会
議
で
は
、
以
前
は
同
じ
学
年
の
担
当
者
同
士

で
の
意
見
交
換
が
中
心
だ
っ
た
が
、「
教
科
指
導
ス
ト
ー

リ
ー
」
作
成
後
は
、
全
学
年
の
教
師
が
３
年
間
の
指
導

の
流
れ
を
見
通
し
、
一
緒
に
改
善
点
を
検
討
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

も
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
現
在
は
生
徒
の
思
考
力・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
重
視
し
て
指
導
改
善
を
進

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
語
の
定
期
考
査
や
実
力
テ
ス

ト
に
小
説
を
用
い
る
際
に
は
、
素
材
文
に
描
か
れ
た
登

場
人
物
の
性
格
や
心
情
な
ど
か
ら
結
末
を
考
え
、
そ
れ

を
理
由
と
と
も
に
記
述
さ
せ
る
と
い
う
問
題
を
出
し
て

い
る
。
実
際
の
結
末
と
一
致
す
る
必
要
は
な
く
、
推
測

や
説
明
に
論
理
性
が
あ
る
か
ど
う
か
で
採
点
す
る
。
数

人
の
教
師
が
そ
う
し
た
出
題
を
始
め
、
教
科
会
議
を
通

し
て
全
学
年
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
国
語
科
主
任
の
瀬

戸
口
久
也
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
の
学
び
を
深
め
る
手
立
て
を
教
科
団
全
体

で
共
有
し
、
発
展
さ
せ
る
場
が
で
き
て
き
た
と
感
じ

＊１　寸劇。会話や発音などの練習として、授業中に行う。

指
導
の
流
れ
を
可
視
化
し
、

教
科
団
全
体
で
改
善
を
推
進

鹿
児
島
県
立
川
内
高
校

瀬
戸
口
久
也
　
せ
と
ぐ
ち
・
ひ
さ
や

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
国
語
科

主
任
。
２
学
年
担
任
。「
社
会
で
通
用
す
る
生
徒
を

育
て
る
」

鹿
児
島
県
立
川
内
高
校

石
神
純
子
　
い
し
が
み
・
じ
ゅ
ん
こ

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
２
学
年

主
任
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
係
。「
常
に
上
機
嫌

で
あ
る
よ
う
心
が
け
る
」

鹿
児
島
県
立
川
内
高
校

鮫
島
　

修
　
さ
め
し
ま
・
お
さ
む

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理
科
主

任
。
３
学
年
担
任
。「
で
き
な
い
理
由
を
探
さ
な
い
。

で
き
る
方
法
を
考
え
よ
」

鹿
児
島
県
立
川
内
高
校

伊
地
知
　

真
　
い
ぢ
ち
・
し
ん

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
主
任
。「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
れ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
つ
」

鹿
児
島
県
立
川
内
高
校
校
長

藤
㟢
恭
一
　
ふ
じ
さ
き
・
き
ょ
う
い
ち

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「『
問
い
』

と
『
解
』
を
自
ら
考
え
抜
く
、
人
材
と
し
て
の
礎
を

つ
く
り
た
い
」
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て
い
ま
す
。
教
師
同
士
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
生

徒
の
思
考
を
深
め
る
発
問
や
解
説
と
い
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
も
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
に
継
承
さ
れ
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
」

　

生
徒
の
学
力
向
上
を
目
指
し
、「
橋
渡
し
問
題
」
の

活
用
も
進
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
学
入
試
の
過
去
問

題
な
ど
か
ら
良
問
を
精
選
し
、
ア
レ
ン
ジ
し
て
出
題
す

る
プ
リ
ン
ト
で
、
最
初
は
数
学
か
ら
始
ま
り
、
他
教
科・

科
目
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
教
科
・
科
目
に
よ
っ
て

は
、
最
難
関
国
公
立
大
学
対
策
用
や
国
公
立
大
学
対
策

用
な
ど
、
生
徒
の
成
績
層
や
志
望
大
学
に
応
じ
て
様
々

な
も
の
を
作
成
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
３
年
次
の
副

教
材
と
し
て
徐
々
に
分
量
を
増
や
し
、
教
科
書
が
終

わ
っ
て
か
ら
は
主
教
材
と
す
る
。
一
方
、
１
年
次
か
ら

単
元
の
ま
と
め
や
振
り
返
り
に
使
う
教
科
・
科
目
も
あ

る
。
用
い
る
時
期
は
各
教
科
・
科
目
の
「
教
科
指
導
ス

ト
ー
リ
ー
」
に
記
載
し
、
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
教
科
書
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
た
発
展
的
な
問

題
を
通
し
て
、
大
学
入
試
に
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
に

ま
で
生
徒
の
学
力
を
引
き
上
げ
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
授
業
か
ら
入
試
へ
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
、
生

徒
の
実
態
に
即
し
て
難
易
度
な
ど
を
調
整
し
、
毎
年

更
新
し
て
い
ま
す
」（
伊
地
知
先
生
）

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
16
年
度
か
ら

「
可え

愛の

山や
ま

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
＊
２
）と
い
う
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
12
～
13
人
の
教
師
が
所
属
す

る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
係
」
が
、
先
進
校
の
取
り

組
み
を
参
照
し
な
が
ら
策
定
し
た
も
の
だ
。
１
年
次
で

は
、生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
、政
治
や
環
境
と
い
っ

た
社
会
的
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
集
団
討
論
や
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
う
。
生
徒
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
ク
ラ
ス

対
抗
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

２
・
３
年
次
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
課
題
探
究
に
取
り
組
み
、
答
え
の
な
い

２
・
３
年
次
で
の
課
題
探
究
に
向
け
、

段
階
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定

＊２　同校の近くにある可愛山陵（えのみささぎ）にちなんで命名した。可愛山陵は、日本神話に登場する瓊瓊杵尊（ににぎのみこと）のものとされる陵墓。

学
年
学
期月

指
導
区
分

授
業
時
数

授業・教科書
所
要
時
間

朝課外 土曜課外 放課後
の活動

重点補強指導の
具体策

上位者指導
（魁！川高塾等）

1

１

4
5

6

7
8

学
習
習
慣
養
成
期

１４
１４

２０

１５
８

Ⅰ　数と式
Ⅰ　集合と論証

Ⅰ　２次関数

Ⅰ　データの分析
Ａ　図形の性質

１８
１０

２３

１０
１４

教科書
補強

及び演習

教科書
補強

及び演習

●アクティブ・ラーニングによる
指導スタイルに慣れさせる
①対称式変形を完璧にする
②絶対値方程式・不等式
③２次関数の最大最小の場合

分けを得意分野に
④模試演習

●土曜４限＋夏冬課外の４限に
実施し、題材は入試問題などを
ベースにする
①対称式の応用
②２次関数の最大最小の応用その１
③２次関数の最大最小の応用その２
④２次方程式の解の分離12 4

２

9

10

11

12

学
習
習
慣
完
成
期

14

16

13

17

Ⅰ　図形と計量

Ａ　場合の数と確率

Ａ　整数の性質

24

18

16

教科書
補強

及び演習

教科書
補強

及び演習

⑤三角比の徹底　
　（ア）正弦・余弦定理の基本か

ら応用まで　（イ）三角形の面
積公式　（ウ）内接四角形関連

⑥模試演習
⑦反復試行・条件つき確率
⑧ユークリッドの互除法＆１次

不定方程式
⑨県一斉＆模試演習

⑤円に内接する多角形の応用
⑥空間図形の応用
⑦さいころの目の最大値最小

値の確率に関する問題
⑧確率の応用
⑨整数解問題

18 5

３

1

2
3

基
礎
力
養
成
期

13

17
9

Ⅱ　式と証明
Ⅱ　複素数と方程式
Ⅱ　図形と方程式
ⅠＡⅡＢ橋渡し演習

14

15
26
9

教科書
補強

及び演習

教科書
補強

及び演習

⑩相加・相乗平均の活用
⑪高次方程式の基本から応用まで
⑫ 線形計画法及び領域問題

の基本から応用まで
⑬ⅠＡⅡＢ橋渡し問題で補強

⑩剰余類分解に関する整数問
題

11 1

2 3

1

2

3

基
礎
力
熟
成
期

16

22

11

Ⅲ　微分法の応用

Ⅲ　積分法

ⅠＡⅡＢ橋渡し演習

18

28

10

教科書
補強

及び演習

教科書
補強

及び演習

⑩ 増減 表→極値→凹凸→漸
近線→グラフ図示

⑪微分による不等式の証明な
どの応用問題

⑫様々な関数の最大最小＆速
度・加速度計算

⑬ⅠＡⅡＢ橋渡し問題で補強

⑩（熊本大〜旧帝大編）入試問題

5 1

3

1

4
5
6
7

8

基
礎
力
完
成
期

１８
１８
２６
１９

１６

Ⅲ　複素数平面

Ⅲ　平面上の曲線

Ⅲ　記述対策
〈ⅡＢ型演習〉

２０

２０

６１

教科書
補強

及び演習

ⅠＡⅡＢ
記述対策

教科書
補強

及び演習

ⅠＡⅡＢ
記述対策

教科書
補強

及び演習

ⅠＡⅡＢ
記述対策

①面積＆体積問題
②微積融合の種々の応用問題
③ド・モアブルの定理＆複素数

のｎ乗根
④複素数の図形問題
⑤放物線・楕円・双曲線の性質
⑥極座標に関する種々の問題
⑦Ⅲ橋渡し問題による定着

①オリジナル・スタンダード題
材の入試問題

②Ｓ１・Ｓ２講座（※）の入試問
題など

③九州大入試問題演習

8 4

2

9

10

11

12

２
次
力
養
成
期

18

20

16

22

Ⅲ　記述対策
〈ⅡＢ型演習〉

センター対策

62

27

ⅠＡⅡＢ
記述対策

ⅠＡⅡＢ
記述対策

ⅠＡⅡＢ
記述対策 ⑧１０月までは記述対策。１１

月からはマーク演習も加え
る

⑨センター試験問題集で補強

⑩講座別演習開始

6 4 4
センター

対策 3 センター
対策 1 センター

対策 3

３
1
2
3

２
次
力
完
成
期

22
20
0

センター対策
２次対策

22
20

センター対策 センター対策 センター対策

入試演習 入試演習 入試演習

模試直前演習

模試直前演習

模試直前演習

模試直前演習

模試直前演習

模試直前演習

２次対策問題編集期間

※　Ｓ１は、橋渡し問題学習後
の応用講座。Ｓ２は、Ｓ１
講座後の応用講座。

数学・理系の「教科指導ストーリー」（抜粋）図１

１年生４月〜３年生３月まで、各時期に定着を強化すべき内容や、「橋渡し問題」を始めとする使用教材などを明記して指導の流れ
を可視化し、教師間の目線合わせを図っている。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編
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問
い
と
向
き
合
う
。
似
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
生
徒
同

士
が
ク
ラ
ス
混
合
で
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
協
働
し
て
探

究
を
深
め
て
い
く
。
随
時
、
小
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
表
現
力
も
養
う
。
そ
し
て
、
３
年
次
で
は
課
題

探
究
の
研
究
結
果
を
論
文
に
ま
と
め
る
。

　

教
師
へ
の
負
担
の
集
中
を
防
ぐ
体
制
の
整
備
に
も
力

を
入
れ
、
２
年
次
前
半
ま
で
は
担
任
と
副
担
任
の
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
原
則
と
す
る
一
方
、
課
題
探
究

で
は
、
学
年
の
全
教
師
が
各
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
、
生

徒
の
相
談
に
こ
ま
め
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
係
の
石い

し

神が
み

純
子
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　
「
教
師
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
新

し
い
教
育
活
動
が
学
校
に
定
着
す
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
入
試
改
革
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
生
徒
が
知

識
を
活
用
す
る
練
習
を
積
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
先

生
方
に
伝
え
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
」

　

17
年
度
か
ら
は
、
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
改
善
を
進

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
級
生
の
姿
を
通
し
て
下
級
生

へ
の
意
識
づ
け
を
強
化
し
よ
う
と
、
文
化
祭
に
「
可
愛

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
す

る
場
を
設
け
た
。
２
年
生
の
代
表
チ
ー
ム
が
デ
ィ
ベ
ー

ト
、
３
年
生
の
代
表
者
が
課
題
探
究
の
内
容
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま
た
、
生
徒
が
課
題
探
究
の

参
考
図
書
を
選
び
や
す
く
な
る
よ
う
、
各
出
版
社
の
新

書
の
目
録
を
２
年
生
の
全
教
室
に
配
備
し
た
。
そ
う
し

た
ア
イ
デ
ア
に
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
係
以
外
の

教
師
が
提
案
し
た
も
の
も
多
い
。「
可
愛
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
へ
の
教
師
の
意
識
が
高
ま
れ
ば
、
教
科
指
導
の

質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
、
伊
地
知
先
生
は
話
す
。

　
「
先
生
方
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
探
究
的
な
学
習
の
指

導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
自
身
の
授
業
に
応
用
す
る

こ
と
で
、
一
層
効
果
的
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
が
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
の
主

体
性
を
引
き
出
し
、
学
び
を
よ
り
深
め
て
い
く
原
動

力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
伊
地
知
先
生
）

　

一
連
の
指
導
改
善
に
よ
り
生
徒
の
学
力
は
向
上
し
、

大
学
進
学
実
績
も
伸
び
て
い
る
。
国
公
立
大
学
合
格
者

数
は
14
年
度
入
試
で
の
１
１
２
人
か
ら
年
々
増
加
し
、

17
年
度
入
試
で
は
１
３
６
人
と
な
っ
た
。
旧
帝
大
な
ど

の
難
関
大
学
へ
の
合
格
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

生
徒
の
学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
16

年
度
１
年
生
の
「
可
愛
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
の
販
売
の
是
非
」
を
テ
ー
マ
に
ク

ラ
ス
対
抗
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
が
、
そ
の
準
備
と

し
て
、
放
課
後
に
残
っ
た
り
、
休
日
に
登
校
し
た
り
し

て
、
練
習
や
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
生
徒
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
解
消
で
き
な

か
っ
た
疑
問
点
を
農
林
水
産
省
に
電
話
で
質
問
す
る
な

ど
、
納
得
が
い
く
ま
で
調
べ
る
姿
勢
も
見
ら
れ
た
。
学

年
末
に
生
徒
に
行
っ
た
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
す
る
力
が
身
に
つ
い

た
」「
人
と
協
働
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
覚

え
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
同
年
度

２
年
生
は
、
人
文
科
学
や
社
会
学
、
工
学
、
医
療
・
保

健
学
と
い
っ
た
様
々
な
学
問
領
域
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
意
欲
的
に
課
題
探
究
を
進
め
て
い
た
。

　
「
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
の
中
で
、

１
つ
の
テ
ー
マ
に
い
く
つ
も
の
捉
え
方
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
な
る
べ
く
多
角
的
に
分
析

し
た
い
と
、
関
連
す
る
情
報
の
収
集
に
一
層
力
を
注

い
で
い
ま
し
た
」（
石
神
先
生
）

　

大
き
く
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
同
校
の
取
り
組
み
だ

が
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。
成
績
上
位
層

の
生
徒
に
向
け
た
補
習
「
魁

さ
き
が
け！
川せ

ん

高こ
う

塾
」
は
、
以
前
は

３
年
生
の
み
を
対
象
に
行
っ
て
い
た
が
、
17
年
度
か
ら

は
全
学
年
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
が
大

学
で
本
当
に
学
び
た
い
学
問
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
た
い
と
、
課
外
学
習
「
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｎ　
Ｅ
Ｇ

Ｇ
Ｓ
～
金
曜
講
座
～
」
を
17
年
度
に
新
設
し
た
。
こ
れ

は
、
全
学
年
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
さ
れ
て
い
る
大
学
の
講
義
な
ど
を
聴
く
と
い
う
も

の
だ
。
そ
う
し
た
新
た
な
挑
戦
と
従
来
の
指
導
と
を「
難

関
大
学
合
格
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
体
系
化
し
、
成
績

上
位
層
の
育
成
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

藤
﨑
校
長
は
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　
「
本
校
に
は
、
先
生
方
が
目
標
に
向
か
っ
て
力
を

合
わ
せ
る
と
い
う
文
化
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。
現
在

中
心
と
な
っ
て
い
る
教
師
が
異
動
し
て
も
、
取
り
組

み
は
継
続
し
、
前
に
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
し
て

『
教
科
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
』
や
『
可
愛
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
改
善
を
重
ね
、
大
学
入
試
改
革
の
進
展
に

応
じ
た
指
導
改
善
を
全
校
体
制
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

鹿児島県立川内高校

全
校
体
制
で
指
導
改
善
を
進
め
、

大
学
入
試
改
革
に
備
え
て
い
き
た
い
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